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令
和
4
年
度
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
引
き

続
き
会
長
の
お
役
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨

年
同
様
書
面
審
議
を
お
願

い

い
た
し
ま
し
た
が
、
代

議
員
各
位
の

ご
同
意
を
い
た
だ
き
無
事
新
年
度
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
3
年
度
に
は
、

「
防
災
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。
令

和
元
年
に
は
「
み
え

の
防
災
大
賞
」
、
令

和
2
年
に
は
総
務

省
第
25
回
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」

村田修一会長

の
防
災
大
賞
」
、
令

和
2
年
に
は
総
務

省
第
 
回
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」

に
続
く
快
挙

で
あ
り
ま
す
。
三
重
県

知
事
、
伊

勢
市
長
、
各

方
面
か
ら
も

大
変
お
喜
び
い
た
だ
き
、
浜

郷
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
大
変
う
れ
し
く
誇
り
と
す
る
所

で

あ
り
ま
す
。
こ
の
事

は
浜
郷
地
区

の

各
自
治
会
、
関

係
団
体
、

そ
し
て
住

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
結

果
で
あ

り
ま
す
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
「
自
分

た
ち
で
助
け
合
い
、
災

害
か
ら
命
を

守
る
。
」
を
合
言
葉
に
、
防

災
対
策
を

最
重
要
課
題
と
し
、
計

画
的
に
防
災

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
「
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
に
基
づ
き
、

「
み
ん
な
で
作
ろ

う
、
安

心
・
安
全
の
ま
ち
」
を

テ
ー

マ
に
、
そ

の
実
現
に
向

け
て
取
り
組

み
ま

す
。

ま
た
、
男

女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
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令和4年度役員の皆さん

向
け
、
積

極

的

に
取

り
組

み
ま

す
。

広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広

報
活
動
を
充
実
さ
せ
、
地

域
住
民
の
皆

様
に
情

報
を
発
信

い
た
し
ま
す
。

浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
平

成
25
年

2
月

25
日
に
設

立

さ
れ
ま
し

た
。
今

年
度

(
令
和
5
年

2
月

25
日
)

に
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今

後
も

浜
郷
地
区
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
様
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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今
年
に
な
っ

て
各
地
で
の
地
震
報
道

が
目
に
付
く
。
そ
の
度
に
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
よ
る
被
害
想
定
や
避
難
対
応
な

ど
地
震
へ
の
備
え
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
い
つ
何

処
で
ど
の
規
模

で
」
発
生
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
災
害

へ

の
対
応
は
難
し
い
。
私

た
ち
は
、
災

害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
に
よ
り
、

「
自

ら
の
備
え
」
を
考
え
準
備
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

浜
郷
地
区
の
防
災
活
動
は
、
今

年
で

10
1

年
目

を
迎

え
ま

す

。
地

区

の
訓

練

は
、

「
災
害
を
知

る
、
地

域
を
知

る
、
人

を

知
る
」
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
防

災
講発電機の使用点検

演
会
・
津
波
避
難
訓
練
・
災
害
図
上

訓
練
・
防
災
資
機
材

の
設

置
訓
練
・

小
学
生
H
U
G
な
ど
、
地

域

が
一

体

と
な
っ

て
情
報
を
共
有
し
訓
練
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル

ス
の

感

染

対

策

を

行

い
、
訓

練

規

模
や
内
容
を
一

部
変
更
し
て
の
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。
7
月
7
日
に
新
役

員
を
対
象
に
し
た
「
防
災
活
動
研
修

会
」
を
実
施
、
過

去
8
年
間
の
防
災

活
動
の
内
容
を
軸

に
課
題
の
共
有
化

を
図
り
ま
し
た
。
12
月

に
は
、
防

災

資
機
材
設
置
訓
練
」
を
浜
郷
小
学
校

体
育
館
に
て
実
施
、
新

資
機
材
を
追

加
し
充
実
し
た
体
験
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。
今

年
2
月
に
計
画
し
て
い
た

「
災

害

図

上

訓

練

」
は

、
77
名

の
参

加

者
が
確
定
し
感
染
対
策
を
含
め
た
詳

細
な
準
備
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
-

月
か
ら
「
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
」
が
急
拡

大
し
、
陽

性
者
が
人
院

で
き
ず
自
宅

療
養

へ
と
移
行
さ
れ
る
な
か
、
感

染

予
防
の
た
め
止
む
無
く
中
止
と
し
ま

し
た
。

3
月

に
は
浜
郷
小
学
校
6
年
生
を
対

象
に
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
(
H
U
U

G
)

」
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た

め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
防
災
活
動
は
5
町
が
連
携
し
、

)

二

一
一
 
▲

あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん
委
員
会
は
、

目
ざ
す
ま
ち
の
姿

「
犯
罪
・
交
通

事
故
の
無

い
ま
ち
」
実
現
を
目
指

し
、
令

和
三
年
度
に
三

つ
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

一

つ
目
は
、
「
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
」
で
す
。
各

自
治
会

で
「
や

さ
し
い
運
転
や
さ
し
い
街
」
の
の

ぼ
り
旗
を
掲

げ
、
児

童
・
生
徒

の

登
下
校
の
安
全
確
保
に
務
め
て
き

ま
し

た
。

二
つ
目

は
、
タ

ウ
ン
ウ

ォ
ッ
チ

ン
グ

で
す
。
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
関
係
で
全
体
の
タ
ウ
ン
ウ
オ
ツ
チ

ン
グ
で
な
く
、
P
T
A
と
ま
ち
協
と
の
各

町
別
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
危

険
箇
所

の
点
検
・
危
険
項
目
の
改
善
状
況
を
検

証
し
ま
し
た
。
ま
た
、
浜

郷
小
学
校
全

校
児
童
が
班
別
に
通
学
路
周
辺
の
交
通
・

防
災
・
防
犯
上
の
危
険
箇
所
の
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。
教

室
に
て
状
況
確
認

と
感
想
な
ど
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

三
つ
目
に
、
[
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
」

に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
浜

郷
力一ブミラーの角度は良いか

交差点での危険状況検証

小
学
校
・
港
中
学
校
・
倉
田
山
中
学
校

の
全
児
童
生
徒
に
配
布
し
、
交

通
安
全

の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
地
域
安
全
の
た
め
の
活
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
住

民
の
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
委
員
長
 
川
端
 
安
生
)

人力を使って早く安全に搬送

「
毎
月
開
催
の
防
災
委
員
会
」
で
内
容

を
検
討
し
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
地
区
で
は
平
成
1
年
3
月
に
「
浜

郷
地
区
防
災

マ
ニ

ュ

ア
ル
」
を
地
区

防
災
計
画
と
し
て
全
世
帯
に
配
布
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
マ
ニ

ュ

ア

ル
は
、
「
6
年
間
」
の
防
災
訓
練
活
動

を
基
に
、
活
動
目
標
・

災
害
時
の
行
動
・

地
域

の
特
性
・
災
害
情
報
な
ど
を
掲

載
し
、
訓

練
を
通
じ
て
体
得
し
た
事

柄
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う

な
備
え
が
必
要
か
を
考
え
る
た
め
の

冊
子
で
す
。

令
和
4
年
3
月

に
伊
勢
市
防
災
会

議
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
「
防
災
マ
ニ

ュ

ア
ル
」
が
、
伊

勢
市
第
1
号

の
「
地

区
防
災
計
画
」
と
し
て
提
案
さ
れ
「
浜

R2年度のグランドゴルフ大会

げ
ん
き
は
つ
ら
つ
委
員
会
の
活
動

で
、
浜

郷
地
区
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と

う

ご
ざ

い
ま

す

。

令
和
3
年
度
委
員
会
と
し
て
、
「
元

気
は
つ
ら
つ
、
健

康
に
く
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
一

二
世
代
交
流
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
二
つ
の
行
事
を

計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
恒
例

の
行
事
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
残
念
で
す
が
、

コ

ロ
ナ

郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
地
区

防
災
計
画
」
と
し
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今

後
と
も
行
政
機
関
と
連

携
し
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

防
災
訓
練
活
動
と
は
「
災
害
を

知
る
、
地

域
を
知
る
、
人

を
知
る
」

為
の
実
践
活
動
と
位
置
づ
け
し
て

い
ま
す
。
災

害
を
理
解
し
、
訓

練

で
体
感
し
な
け
れ
ば
災
害
時
に
行

動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

年
度
も
5
自
治
区
が
組
織
的
に
連

携
し
「
地
域
一

体
ど
な

っ
た

訓
練

を
行
う
」
中

で
、
地

域
住
民
が
助

け
合
う
共
助
の
関
係
づ
く
り
を
築

い
て
行
き
た
く
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

(

防
災
委
員
長
 
西
井
文
平
)

HUGでの熱心な討議

感
染
防
止
の
た
め
安
全
を
守
る
事
に
し

ま
し

た
。

報
告
と
し
て
、
経

過
を
お
話
し
ま
す

①
三
世
代
交
流
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
に

つ
い

て

は
、

コ

ロ
ナ

が
下

火

に
な

っ
た

昨
年
末
か
ら
1
月
下
旬
を
予
定
し
ま
し

た
が
、
準

備
が
出
来
ず
開
催
を
断
念
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て

も
3
月
6
日
(
日
)
浜
郷
小
学
校
で
開

催
を
進
め
ま
し
た
が
、
感

染
者
再
増
加

と
な
り
、
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

と
な
り
止
む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
で
す
が
、
令

和
4
年
度
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
一

人
一

人
の
予
防
対
策
に

て
平
常
な
日
常
生
活
に
な
る
事
を
期
待

し
ま
し
て
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

(

委
員
長
 
松
林
信
雄
)R2年度のウオークラリー
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令和2年度「総務省防災まちづくり大賞」で消防庁長官賞を受賞しましたが、令和3年度、

三重県及び消防庁の推薦を受け、日ごろから防災思想の普及等防災活動に顕著な功績があっ

たと評価され、『防災功労者内閣総理大臣賞』を受賞しました。この受賞は、浜郷地区5自治

会の役員・住民が力を合わせ取り組み、活動した成果・栄誉です。皆さんと伴に受賞を慶び
たいと思います。
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-見知事へ の受賞報告会

鈴木市長へ の受賞報告会

浜郷地区

津波避難訓練

本年度の主な行事予定

郡炉 - 1 鴫4

グラウンドゴルフ

0   大会

場所:一次避難所及び、いせトピア

時間;8時 30分～

訓練内容 :高台避難、防災講演会

災害図上訓練

伊勢市防災センタ

にて、災害対応研修

を行います

勢田川沿いの「浜郷 :       l  啓発ポスターの掲

ス」を歩きます            ます

各自治会・高齢者の

交流大会を予定し

ています

犬の糞マナーアップ

勢田川堤防への立札設置

立
て
看
板
の
効
果
は
大
き
く
、
堤
防
道

路
で
の
犬
の
フ
ン
が
随
分
と
少
な
く
な

り

ま

し

た

。

2
月
に
は
、
今

年
度
も
、
浜
郷
地
区

独
自
の
ご
み
の
減
量
・
ご
み
出
し
ル
ー

ル
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
り
浜
郷
地
区
全

戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

犬
の
フ
ン
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
年
々
成
果
が
見
え
て
き
て

は
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
委
員

の
協
力
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
無

事
活
動
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
み
ん
な
で
、
住

み
よ
い
浜
郷

地
区
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
皆
様
の
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

(
委

員

長

 

竜

田
 

和

代

)

◎高本 春樹○南平

牛場 貴夫・山崎

宿  敦美・堀

増川 武夫・大藪

平生 理恵・鈴木

村田 修一・龍田

博哉・宮川 清彦

静子・中川 和人

浩子・菊川三喜男

直基・見並 卓也

節子・吉川 武之

洋

◎竜田 和代・○酌井 和 彦・荒木 義 人

・牛江 孝之・山崎 恵文・古場 敏光

・出口 元昭・藤本 幸也・南平 泰徳

・石原  猛・龍田紀美子・土谷美喜子

・宮間 貴章・鈴木 信男・川端すが子

・喜多美佐穂

※◎印は、委員長 ○印は、副委員長

(敬称略)

◎川端 喜 好・○出口 眞弘・牛江幸司

・酒徳 和夫・西井 京子・杉浦小夜子

・安達はるみ・米田  正・井田  宏

・酒徳佳津世・出口 昌子・野中 良成

・松林 信雄・阪本 高樹・森  幸彦

・中村 智子・濱口美恵子

防災総合委員会

文平・○山崎

良成・○阪本

和彦・荒木

敏光・米田

博哉・川端

洋・増川

昌子・西井

20名

静子・○宮川清彦

高樹・村田 修一

義人・牛江 孝之

正・出口 元昭

喜好・・宮間 貴章

武夫・竜田 和代

京子
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浜郷地区まちづ く り協 議会だより 令和 4年 7月 20日

(  令和-4年度役員

令和3年度もコロナウイルス感染対策に

終始した一年でした。

今年度は2年ぶりの避難訓練を実施予定です。

コロナ禍でも起こりうる災害への備えのため、

頑張りましょう。    (事務局 龍田 南平)

浜 郷 地 区 ま ち づ くり 協 議 会

〒 516-0018 伊 勢 市 黒 瀬 町 17718番 地 1号

TEL0596-65-6488  6へX 0596-65-6489

E-m aⅡ ham am ati@ aqua-ocn-ne-jp

H P https;//w w w -ham am ati-com /
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